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海洋関係の BUFR 報＊

吉田　隆 **・岡田　良平 ***・鶴岡　睦 ****・原口　慶子 **

　要　　旨

　WMO の通報式移行計画に従って導入が始まっている BUFR 通報式のうち，

海洋関係のデータで使われているテンプレートを解説する．

1.　はじめに

　世界気象機関（WMO）は，2003年 5月の第 14
回世界気象会議で，気象観測データ等の国際交換

について，従来の伝統的文字通報式から表参照通

報式を用いたものへの移行計画を承認した．これ

は，伝統的文字通報式が，近年の観測・データ処

理技術の進歩により次々と提案される観測要素等

の追加・変更要請に対応しきれず，より汎用的で

柔軟性と拡張性に富んだ通報式の導入が必要にな

ったためである．気象庁は，WMO の移行計画に

準拠して，観測データの通報式を順次表参照通報

式に移行することとし，2005年 11月に主なデー

タについて，表参照通報式による配信を開始した．

それにより，船舶等による気象観測結果の通報に

用いられる SHIP，観測船や篤志船等による海洋

の水温や塩分のプロファイル観測結果の通報に用

いられる BATHY 及び TESAC，船舶の航走時の

海面の水温・塩分・海流の観測結果に用いられる

TRACKOB，定置・漂流ブイの観測結果に用いら

れる BUOY といった，伝統的文字通報式で通報

されてきた海洋関係の観測データが，すべて表

参照通報式（BUFR（バッファー）通報式．以下

「BUFR」という）により全球通信システム（GTS）
に配信されるようになった．現在は移行期間とし

て，伝統的文字通報式及び表参照通報式の並行配

信が行われているが，適当な時期に移行期間は終

了し，その後は表参照通報式が標準となる．

　表参照通報式の利用拡大は，WMO の枠組みに

おける国際的なデータ交換に端を発したものであ

るが，国際標準の導入による各種作業の効率化の

利点等にかんがみ，国内的なデータ交換にも表参

照通報式を導入する．例えば，潮位観測データの

BUFR による気象業務支援センター向けの配信開

始を 2008年 3月に予定しており，従来の「JM351
二進形式潮位実況通報式」（電文ヘッダ名：「ケン

チヨウ」，「VWAA」）による配信は終了する．

　表参照通報式のうち，WMO による移行計画で

中心的な役割を果たす BUFR は，利用者にとっ
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てまだまだなじみが薄い．また，その汎用性の高

さゆえに，利用にあたって参照すべき資料が多い．

そのため，観測の種類ごとに定義されるテンプレ

ートを中心に，ある程度対象を絞った解説が，デ

ータの利用を進めるうえで有効である．このよ

うなことから，これまでに配信が開始された海

洋関係の BUFR 報（SHIP, BUOY, BATHY/TESAC, 
TRACKOB, アルゴデータ及び潮位データにそれ

ぞれ対応したもの）の解説を作成した．以下の本

文では，第 2章に BUFR の特徴，第 3章に BUFR
の概要，第 4 章に海洋関係の BUFR 報，第 5 章

に BUFR 報の配信ヘッダについてそれぞれ記す．

2.　BUFR とは

　国際気象通報式に定める表参照通報式（Table 
Driven Code Form： TDCF）には，二進形式格子

点資料気象通報式（FM92 GRIB），二進形式汎用

気象通報式（FM94 BUFR），及び文字形式汎用気

象通報式（FM95 CREX）がある．WMO の表参

照通報式への移行計画（WMO，2003）の中で，

観測データの移行において使用を想定するのは，

BUFR 及び CREX である．CREX は BUFR の文字

形式版であり，人手を介した電文処理が必要な場

合に使用が想定されるが，最終的には BUFR へ

の移行を目指す．気象庁における処理では CREX
は必要なく，現段階からすべて BUFR への移行

である．したがって以下の本稿では，BUFR につ

いてのみ記述する．

　BUFR は，一つの BUFR 報（BUFR で作成した

データ）中に，データと当該データの解読に必要

な情報（資料要素，単位及び資料要素の記述に必

要なビット数等を参照するための情報，並びに値

の並び方についての情報）を共に含み，BUFR の

規則に従って解読することにより，その電文にど

のようなデータが含まれているかをあらかじめ知

らなくても，基本的に解読が可能である（自己記

述性）．また，同じ規則のもとで多様なデータを

通報できるという汎用性と，通報する資料要素の

追加・変更が容易であるといった拡張性を備えて

いる．さらに，二進形式での記述による圧縮に加

えて，複数の観測値を参照値と差分の組合せによ

りさらに圧縮することもできる．

3.　BUFR の概要

　国際気象通報式別冊（平成 9年 3月 3日実施．

最新の追録は平成 18年 3月 1日の第 9号．）には，

BUFR に関する取決めが，オプショナルな項目も

含めて網羅されている．よって BUFR について

の詳細な記述は「国際気象通報式」に譲り，ここ

では，本文第 4章以下の海洋関係の BUFR 報に

特化して，その理解の助けとなる事項を記す．

　BUFR は，5 つの節で構成される．第 0 節は，

BUFR 報であることを示す指示符や電文全体の長

さ，及び BUFR のエディション番号を記述する．

第 1節は，BUFR 報の作成機関名，資料のカテゴ

リー等当該 BUFR 報に関する各種の情報を記述

する．第 2節は，必要に応じて，作成機関が独自

に定義して使用することができる任意節である．

本文で紹介する当庁が作成する BUFR 報は，い

ずれも第 2節は使用しない．

　第 3節はデータの解読に必要な情報のための節

である．節の長さ，BUFR 報中に含まれるデータ

の組（サブセット（SHIP であれば，一時刻，一

船舶による一組の観測データに相当する））の数，

圧縮の有無等の情報に続いて，BUFR 報中の個々

の資料要素の形式及び内容が，記述子（descriptor）
と呼ばれる，WMO が定めた表から BUFR 報中の

個々の資料要素の解読に必要な情報を得るための

参照キーの並び（数学でいう「順列」のことをい

う．以下同様）で記述される．多くの場合，観測

の種類ごとに定義された一連の記述子（テンプレ

ートという）がそのまま記述されている．

　記述子には，要素記述子，反復記述子，操作記

述子及び集約記述子の 4種類がある．一つの記

述子は 16ビット（2オクテット）の長さを持ち，

先頭から 2ビット，6ビット，8ビットで記述し

た 3つの整数（それぞれ F, X, Y で表す）の並び

が，個々の資料要素の形式及び内容の定義に対応

する．F ＝ 0は要素記述子と呼ばれ，それぞれが

一つの資料要素に対応する．例えば第 4.1.1表に

登場する，"0 05 001"（F ＝ 0, X ＝ 05, Y ＝ 001）
は，「要素名：緯度，単位：度，尺度：5，参照値：

-9000000，資料幅：25」と定義されている．これは，

「25ビットで記述された数値（0から 33554431の
値をとる）に -9000000 を加え，100000（10 の 5
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乗）で割ることにより，小数点以下 5けたまで求

めた緯度（単位：度）の値が得られる」という意

味である．F ＝ 1の記述子は反復記述子と呼ばれ，

同記述子に続く X 個の記述子の組が Y 回（Y ＝

0の場合は，その次の反復因子の要素記述子に示

された回数）反復することを示す．F ＝ 2は操作

記述子を示す．本稿で解説する海洋関係の BUFR
報では用いないので説明は割愛する．F ＝ 3（集

約記述子）は，よく使われるいくつかの記述子の

並びを一つの記述子に置き換えたものであり，第

3節を短縮するために使われる．集約記述子の中

に別の集約記述子を含む場合もある．例えば，"3 
01 021" は「要素名：緯度経度（高精度）」で，「"0 
05 001"（高精度の緯度）と "0 06 001"（高精度の

経度）の二つの記述子の組」がその内容である．

集約記述子は，当初は汎用的な記述子の並びを定

めたものが多かったが，最近では特定の観測デー

タのテンプレートを丸ごと一つの集約記述子で表

すというような使い方もされている．

　第 4節はデータを記述する節であり，節の長さ

の情報に続いて，第 3節の記述子の並びに従って，

ビット単位で表現した資料要素の並びが記述され

る．複数のサブセットを含む場合は，第 3節で示

された一連の記述子に相当する資料要素の並びが

複数回繰り返される．すべての資料要素は，文字

で示されることが明示されている場合を除き，す

べてビット単位の数値で記述される．二進数で資

料要素のすべてのビットが "1" の場合は，欠測等

によりその値が得られないことを意味する．

第 5 節は文字列："7777" で BUFR 報の終わりを

示す．

4.　海洋関係の BUFR テンプレート

　ここでは現在気象庁が作成し，GTS や気象業

務支援センターあてに送付している 6種類の海洋

関係の BUFR 報のテンプレートを解説する．第

4.1 節から第 4.4 節までの 4 種類（TRACKOB，
BATHY/TESAC，SHIP 及び BUOY にそれぞれ対

応したもの）は，WMO の移行計画に従って伝

統的文字通報式を BUFR へ変換するために考案

されたテンプレートである．気象庁では 2005年
11 月 29 日に，これら 4 種類の BUFR 報の GTS

への準業務的な配信を開始した．4種類のうち，

TRACKOB 及び BATHY/TESAC に対応するそれ

ぞれのテンプレート（第 4.1節及び第 4.2節）に

ついては，2007 年 11 月から施行された新しい

符号表もあるためすべての符号表を掲載するが，

SHIP 及び BUOY については，テンプレートのみ

掲載する．

　アルゴ（プロファイリングフロート）データ及

び潮位観測データ用の BUFR テンプレート（第

4.5節及び第 4.6節）は，既存の伝統的文字形式

通報式からの移行とは別の観点で作られた．作成

にあたって新たな記述子の定義なども行われてい

るので，すべての符号表を本稿に掲載する．

4.1　TRACKOBに対応するBUFRテンプレート（集

約記述子：3 08 010）

　TRACKOB（FM62：航路海面観測通報式）は，

船舶が航走中に観測した海面近くの水温・塩分・

海流観測値を通報するための伝統的文字通報式で

ある．ほかの海洋関係の BUFR 報に比べてコン

パクトで理解しやすいので，TRACKOB に対応す

る BUFR テンプレートをまず解説する．同テン

プレートは 2007年 5月の WMO 執行理事会第 59
回会合で，2007年 11月 7日から業務的に利用す

ることが決められた．

　TRACKOB は船舶が航路上で行う連続した複

数の観測資料をまとめて報告するような構造であ

る．TRACKOB 用の BUFR テンプレートは，こ

の構造を継承し，船舶の識別符号（コールサイン）

とそれに続く一連の観測データ群の繰り返しから

成る（第 4.1.1表）．第 4.1.1表の 1列目の集約記

述子："3 08 010" はテンプレート全体を示す集約

記述子である．その内容は，2 列目に示した 16
個の記述子である．これら 16個の記述子のうち，

4番目から 6番目（"3 01 011"，"3 02 102"，"3 01 
021"）はそれぞれ集約記述子なので，それらをす

べて展開すれば，テンプレート全体は第 4.1.1表
の 3列目に記した 20個の記述子（空白の欄は左

の列の記述子がそのまま入る）となる．第 4節に

はこの 20個の記述子に対応した資料要素が記述

されることになる．なお，第 3節に記録する記述

子の並びの情報としては，第 4.1.1表の 1列目（"3 
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08 010" のみ），2列目，3列目のうちのどれを記

録しても良いが，最も簡単に "3 08 010" のみ記録

するのが一般的であろう．

　船舶のコールサイン（"0 01 011"）に続く 2番
目の記述子（"1 13 000"）は，次の反復因子の要

素記述子（"0 31 001"）の値に対応する回数だけ，

それ以下に続く 13個の記述子を繰り返すことを

示す反復記述子である．ただし，この 13 個は，

前述の 3個の集約記述子を含んだ数なので，実際

には "0 04 001" から表の末尾の "0 04 080" までの

17個に対応する資料要素を繰り返すことになる．

繰り返しの回数を示す "0 31 001" はビット長＝ 8
なので，記述できる最大の観測点数は 255である．

それより多くの観測点を記録する場合には，別の

サブセットを作るなどの工夫が必要となる．なお，

TRACKOB では起こらないと思われるが，繰り

返す観測要素が得られない場合（例えばプロファ

イル観測を行わないブイによる BUOY 報）には，

"0 31 001" に相当する資料要素＝ 0とすることに

より，反復部分に相当するビットを第 4節に全く

含めないでかまわない．

　このテンプレートで用いられている記述子のう

ち，"0 04 080" と "0 02 042" は資料要素が符号で

ある．BUFR では，このような記述子に対して記

述子と同じ名称の符号表が用意されている（第

4.1.2表，第 4.1.3表）．これらの符号表は，いず

れも TRACKOB で使われていた符号表（国際気

象通報式第 8版第 4章の符号表 2604（mS, mT, mC）

及び 1804（iC））を準用している．

4.2　BATHY/TESAC に対応する BUFR テンプレー

ト（集約記述子：3 15 004）

　BATHY（FM63： 表 層 水 温 通 報 式 ） 及 び

TESAC（FM64：海洋観測通報式）は，ともに海

洋の鉛直プロファイルを記述するためのもので

ある．通報式が定められた 1972年当時の観測測

器の実態に対応して，バシーサーモグラフ（BT）
データ用の BATHY が 1/10℃単位で水温のみを記

述し，転倒温度計と採水器による各層海洋観測デ

ータのための TESAC が 1/100℃単位で記述でき

第 4.1.1表　TRACKOB 用の BUFR テンプレート
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るようになっている．このようないくつかの違い

はあるものの，一つの電文で一つの観測プロファ

イルを記述するという構造は共通であり，BUFR
テンプレートの考案に際してこれら二つの通報式

は一つにまとめられた．第 4.2.1表に同テンプレ

ートを示す．また，同テンプレートで引用するす

べての符号表を第 4.2.2表から第 4.2.12表までに

示す．

　BATHY/TESAC に も TRACKOB と 同 様 に，

テンプレート全体を示す集約記述子（"3 15 
004"）が定義されている．このテンプレートで

は BATHY/TESAC には含まれない新たな要素と

して，船舶の名前，SOOP（Ship-of-Opportunity 
Programme：篤志船舶に XBT 等の観測を依頼す

る国際観測計画（安藤，1998a））が定めた 4文字

の観測ライン番号（第 4.2図）や，船ごとの観測

航海の通し番号，観測実施機関といった情報を

記述できるようになった．観測実施機関は 6け
たの数字符号による機関の識別番号で表現され

る（第 4.2.3表）．この数字符号は，上位 3けたが

ISO3166で定められた 3けたの国別コード（日本

は 392），下位 3けたが国ごとの通し番号である．

Manual on Codes の 2001年版（追録 2号（2005年））

に掲載の日本の機関は，第 4.2.3表に示した 3機
関のみである．

第 4.1.2表　BUFR 符号表 0 04 080

第 4.1.3表　BUFR 符号表 0 02 042

　水温プロファイルの記録機の型の次に，“0 08 
080" と "0 33 050" が 4対繰り返されている部分が

ある．ここはプロファイルデータの品質の良し

悪し（品質階級）を記述する部分である．"0 08 
080" で示された要素（ここでは深度，水温，塩

分及び電気伝導度プロファイルの 4要素）の品

質階級が，それぞれ直後の "0 33 050" により記述

できるが，気象庁で BATHY/TESAC を変換した

BUFR については，元の BATHY/TESAC に当該

情報が含まれないことから，この部分はすべて値

が得られない（＝ 15）としている．プロファイ

ルの品質の吟味を行う処理の導入等，将来の拡張

用と理解されたい．

　“0 25 100" と "0 25 001" は，XBT/XCTD を海中

に投入後の経過時間を深度に変換するのに用い

られる係数である．これらは，いくつかの型の

XBT で，メーカーによる係数が実際の深度と系

統的に異なる深度を与えることが明らかとなり

（Hanawa et al, 1995），新たな係数が提唱されたこ

とから，プロファイルデータごとにどの係数を用

いたかの情報を含めることが必要となり，1995
年実施の改正 BATHY 報以後通報式に含めるよう

になった情報である．BATHY/TESAC では，係

数を知るためには符号表（第 4.2.5表の符号表 "0 
22 067"）を参照する必要があったが，この BUFR
テンプレートでは係数の値そのものを記述するこ

とにより，データ処理に利用することが可能とな

った．このようなメタデータは，長期の海洋変動

の検出を行う際の観測値の吟味には欠かせない

ものであり，さらに別の型の XBT プローブにお

ける系統的な誤差や，特定の記録器に見られる

観測値への影響が明らかになっている（Kizu and 
Hanawa, 2002； Kizu et al, 2005）ことからも，そ

の保存は重要である．

　 集 約 記 述 子 "3 06 004" 及 び "3 06 005" で 記

述されるプロファイルデータの部分の構造は，

TRACKOB 用のテンプレートの場合と同様であ

る．繰り返し回数の記述子は "0 31 001" で，記述

できる最大の層の数は 255である．電文作成に人

手を要していたころに考案された BATHY/TESAC
では，電文作成及び通報の労力とコストの軽減の

ために，プロファイルを再現できる最小限の数の
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第 4.2.1表　BATHY/TESAC 用の BUFR テンプレート
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第 4.2.2表　BUFR 符号表 0 01 003

第 4.2.3表　BUFR 符号表 0 01 036の一部

第 4.2.4表　BUFR 符号表 0 02 040

第 4.2.5表　BUFR 符号表 0 22 067（共通符号表 C-3）
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第 4.2.5表　つづき
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第 4.2.6表　BUFR 符号表 0 22 068（共通符号表 C-4）

第 4.2.7表　BUFR 符号表 0 08 080

第 4.2.8表　BUFR 符号表 0 33 050

第 4.2.9表　BUFR 符号表 0 02 032

第 4.2.10表　BUFR 符号表 0 02 033

第 4.2.11表　BUFR 符号表 0 02 030

（注）未割当のすべての符号は将来の利用のため保留
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第 4.2.12表　BUFR 符号表 0 02 031 層を選択していた．その習慣では 255層という最

大記述可能数は十分であったが，電文作成の自

動化や通信コストの低下から，例えば最大水深

800m 以上の水温プロファイルの 2m 間隔での通

報が一部で始まっている．それに対応するために

は，別のテンプレートが必要である．

4.3　SHIP に対応する BUFR テンプレート（集

約記述子：3 08 009）

　船舶による気象観測結果の通報に用いられる海

上実況通報式（FM13 SHIP）に対応した BUFR テ

ンプレートは，2006 年 11 月の CBS 臨時会合で

採択されたもので，6個の集約記述子を含む 7個
の記述子から成る（第 4.3.1表）．SHIP は世界中

で最も広く使われる通報式の一つであり，地域的

に使用するものも含めて様々な要素を記述できる

仕様となっている．文字通報式の場合は省略によ

り要素自体を記述しないことが可能であったが，

BUFR テンプレートとしてはすべての要素を記述

するようになっており，海上の降水や，最高・最

低気温等，我が国では使用しない要素も含め，多

第 4.2図　SOOP の観測ライン（2006年 SOOP 年報より）

篤志船観測計画（SOOP）では，篤志船舶による XBT 等の観測が行われる航路に観測ネットワークの管理上

の番号を割り振っている．例えば，日本とハワイを結ぶ航路は PX40，北米航路（TRANSPAC）は PX26，日

本とニュージーランドを結ぶ航路は PX05，などである．気象庁の定期観測ラインである東経 137度及び東経

165度は，それぞれ PX45及び PX46である．

注 （１）符号 1-9はベクトル法もしくはドップラー

法の海流観測の期間と時刻

 （２）符号 11-19は偏流法による海流観測の期間
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くの資料要素の羅列となる．これらのうち使用し

ない各要素は，すべてのビットを "1" とし，欠測

であることを示す．

　このテンプレートは，2006 年 11 月の CBS に

おける採択間際にも修正が行われ，最終的に採択

されたテンプレートは，気象庁が BUFR 配信を

開始した 2005年 11月時点でのプリオペレーショ

ナルのテンプレートにさらに要素が追加されたも

のとなった．このため，現在気象庁が配信してい

る SHIP に対応する BUFR 報は，2007 年 11 月か

らオペレーショナルとなるものとは一部異なって

いる．具体的には，集約記述子 "3 02 056" 中の二

つの "0 07 063" が追加されており，2006年 11月
以前のテンプレートに対応したソフトウェアで作

られた BUFR 報にはこの二つの要素が含まれて

いない．利用に際しては注意が必要である．

4.4　BUOY に対応する BUFR テンプレート（集

約記述子：3 08 008）

　定置ブイ・漂流ブイからの観測資料の通報に用

いる FM18 BUOY に対応した BUFR テンプレー

トが，"3 08 008" である．BUOY は，それまでの

FM18 DRIFTER を修正したものとして 1994年 11
月から使用されている．船舶の大型化に伴う船舶

数の減少や，船上作業のコスト減の要請から，人

手を要する船舶による観測数の将来的な増加は望

めない．また，主要航路から外れた海域の観測は

極端に少ない．このため，自動観測を行う漂流ブ

イ及び定置ブイの展開が，1980年代以降盛んに

なった．WMO はユネスコ政府間海洋学委員会と

合同で，漂流ブイの効率的な運用と取得データ

の GTS による交換を目的とした，「漂流ブイ協同

パネル」（現在は「データブイ協同パネル」）を

1985年に設置し，ブイによる観測の促進を図っ

てきた（安藤，1998b）．この GTS による交換に

使用されてきたのが，FM18 BUOY である．

　定置ブイ・漂流ブイとも，その仕様は目的によ

り様々で，海上の気象観測機器のほか，海中の水

温・塩分・海流プロファイルを観測するものもあ

る．また，自動観測機器という性格上，機器の状

態を示す工学的な情報も通報し，メタデータとし

て活用されている．例えば，一定の深さの海流に

追従するように漂流ブイに装着されるドローグと

いう装置の状態は，ブイがどの深さの海流を代表

した動きをしているか判断するうえで必要であ

る．テンプレート "3 08 008" は，このようなメタ

データも含めた多様な情報を記述できるようにな

っている（第 4.4.1表）．

4.5　アルゴデータ用の BUFR テンプレート

　アルゴデータとは，海中の水温・塩分プロファ

イルを自動的に観測するための装置（中層フロー

ト）により得られた水温・塩分プロファイルデー

タである．中層フロートを全世界の海洋に 3000
個展開しようという国際海洋観測計画：アルゴ計

画（佐伯，2001）で広く普及したので，アルゴ計

画以外のプロジェクト等で投入されたものも含め

て，中層フロートで観測されたデータが広くア

ルゴデータと呼ばれている．アルゴ計画は業務

的な海洋観測網の構築を意図しており，当初か

ら GTS による即時的なデータ交換が行われてい

る（吉田，2002，2007）．GTS での交換フォーマ

ットとしては，TESAC が用いられた．中層フロ

ートという新しい観測プラットフォームを使って

いるものの，センサー自体は船舶で行う CTD 観

測と同じなので，CTD 観測結果の通報に用いる

TESAC で，ある程度の要請を満たすことができ

た．一方，アルゴデータの処理過程で付加され

る観測値の品質情報を加えることや，プロファ

イルの鉛直軸をオリジナルの測定値である水圧

（TESAC では水深）にすべきである等の要請を受

け，BUFR 化にあたり，気象庁とカナダ海洋環境

データサービス（MEDS）が中心となり，TESAC
用とは別のテンプレート "3 15 003" を考案した．

同テンプレートは 2007年 5月の WMO 執行理事

会第 59 回会合で採択され，2007 年 11 月 7 日か

ら業務的に利用される．気象庁では 2007年 5月
15日からこのテンプレートを利用したアルゴデ

ータの GTS への投入を開始した．

　アルゴデータ用の BUFR テンプレート："3 15 
003"（第 4.5.1 表）は，BATHY/TESAC 対応のテ

ンプレート："3 15 004" と似ているが，記述でき

る観測データを水温・塩分プロファイルに特化し

てある点，鉛直軸が水圧である点，各層の観測値
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第 4.3.1表　SHIP 用の BUFR テンプレート

集約記述子：”3 08 009”を展開したもの．”3 08 009” ＝ “3 01 093” + “3 02 001” + “3 02 054” + “0 08 002” + “3 
02 055” + “3 02 057” + “3 02 060”である．
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第 4.3.1表　つづき
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第 4.4.1表　BUOY 用の BUFR テンプレート
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第 4.4.1表　つづき
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第 4.5.1表　アルゴ（中層フロート）データ用の BUFR テンプレート

第 4.4.1表　つづき
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に品質情報を付加できる点が異なっている．フ

ロート番号を記述する要素のビット長も，BUOY
対応のテンプレートが 5けたのブイ番号に対応し

た 17ビットなのに対し，7けたの番号に対応し

た 23ビットである．また，プロファイルを構成

する観測層の最大記述可能数が 65535層に増やさ

れている．中層フロートによる観測層の数は，ア

ルゴスシステムの通信量との兼ね合いで，日本で

は多くても 120層程度が今のところの主流である

が，より通信量の多いイリジウムシステムによる

1600dbar までの 2dbar ごとの観測・通報が行われ

る（四竃，2007）など，今後増加するものと思わ

れる．アルゴデータ用の BUFR テンプレートは

それにも対応できるようになっている．

　符号表は，BATHY/TESAC 用のテンプレートに

使用された符号表と共通のもの（"0 22 067"，"0 
08 080"，"0 33 050"）がある．この三つについて

は第 4.2.5表，第 4.2.7表及び第 4.2.8表をそれぞ

れ参照されたい．それ以外の符号表を第 4.5.2表
から第 4.5.5表に示す．

4.6　潮位観測データ用の BUFR テンプレート

　平成 16年に頻発した豪雨災害や高潮災害で明

らかになった災害対策上の新たな課題に対応する

ため，国土交通省は平成 16年 12月 10日に豪雨

災害対策緊急アクションプランを策定した．同プ

ランにまとめられた施策の一つに「海域の各機関

の潮位・波高データの標準化・共有化などによる

迅速な情報の把握」が挙げられ，平成 17年度以

降 5年間で，瀬戸内海，東京湾，伊勢湾，大阪湾，

有明海の高潮のおそれのある主要 5地区につい

て，各機関の潮位・波高データについて，データ

形式を標準化し，共有化するシステムを整備する

こととなった．この実施のために，国土交通省河

川局，港湾局，国土地理院，気象庁及び海上保安

庁の 5機関が保有する潮位情報の共有についての

協定が結ばれ，その中で，各機関の潮位情報を気

象庁に集約し，防災情報提供センターのホームペ

ージ等で公表することとされた．この集約した潮

位情報のフォーマットとして BUFR を使うこと

とし，新たな BUFR テンプレートの作成と，そ

れに伴い必要となる記述子・符号表の定義が行わ

第 4.5.2表　BUFR 符号表 0 02 036

第 4.5.3表　BUFR 符号表 0 02 148

第 4.5.4表　BUFR 符号表 0 02 149

第 4.5.5表　BUFR 符号表 0 22 056
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第 4.6.1表　潮位観測データ用の BUFR テンプレート

第 4.6.2表　BUFR 符号表 0 01 202

れた．同テンプレートとそこで使用するすべての

符号表を，第 4.6.1表から第 4.6.10表までに示す．

　潮位観測データ用の BUFR テンプレート（第

4.6.1表）は，3個の集約記述子を含む 25の記述

子から成る．表の記述子の中で，国際的なルール

で地域の使用のために保留とされている Y ＝ 192
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第 4.6.3表　BUFR 符号表 0 01 203
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第 4.6.3表　つづき
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第 4.6.4表　BUFR 符号表 0 02 037

第 4.6.5表　BUFR 符号表 0 02 200

第 4.6.6表　BUFR 符号表 0 22 120

第 4.6.7表　BUFR 符号表 0 22 121

第 4.6.8表　BUFR 符号表 0 08 220

第 4.6.9表　BUFR 符号表 0 25 218

第 4.6.10表　BUFR 符号表 0 33 020
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～ 255のもの（例えば "0 01 202"）があるが，こ

れらは気象庁が日本国内での使用のために定義し

た記述子である（国際気象通報式別冊では斜体字

で書かれている）．

　本テンプレートは等時間間隔の時系列情報を記

述する構造であり，時系列の開始時刻と時間増分

から個々の観測値に対応する時刻を得る構造と

なっている．繰り返し部分の品質管理の指示："0 
33 020" は，それに続く三つの潮位データのそれ

ぞれに前置するのが原則であるが，上記の目的で

の潮位情報の集約と配信の用途では三つのデータ

に対する品質情報は共通のものとなることから，

一つに省略されている．観測データ以外には，地

点に関する情報のほか，観測手段やデータ処理手

法に関する情報，検潮施設の障害情報などのメタ

データが記録される．気象庁の観測施設だけでも

様々な測器が使われており（島田・野崎，2002；
岡田ほか，2005），データ利用にあたって測器を

識別するためのメタデータは重要である．

5.　電文のヘッダについて

　通信回線で電文を配信する際には，電文そのも

のに配信用のヘッダを付けるのが通常である．こ

のヘッダにより，電文の中身を解読することなく

電文の種類を識別し，その種類に応じたあて先に

電文を配信する．したがって電文を利用する際

に，場合によっては最初に必要となる情報である．

GTS で国際交換する電文のヘッダは定められた

ルールに従う．そのすべては，Manual on GTS
（WMO No. 386）に書かれているので，ここでは

海洋関係の BUFR 報に関連することのみ記す．

　ヘッダは，通常 "T1T2A1A2ii CCCC YYGGgg" で
表現される文字列で，このうち最初の 6文字の文

字群がデータの種類を示す．CCCC は編集局（気

象庁の場合は "RJTD"），YYGGgg は時刻（日時

分）である．BUFR 以外の通報式では，先頭の

2文字（T1T2）でデータの種類が示される．例え

ば BATHY/TESAC/TRACKOB は T1T2 ＝ SO で あ

り，この二文字で海洋関係の観測データと識別さ

れる．SHIP には，地上観測報（SYNOP）ととも

に，T1T2 ＝ SM（6時間ごとの標準観測時刻：00, 
06, 12, 18UTC），SI（中間観測時刻：03, 09, 15, 

21UTC），もしくは SN（それ以外の観測時刻）が

使われる．BUOY は T1T2 ＝ SS である．

　BUFR の場合は，T1 ＝ I で BUFR の観測データ

であることを識別し，それを含む T1T2A1 の 3文
字でデータの種類の識別を行う．例えば，T1T2A1

＝ IOB はブイによる観測データを意味する．6文
字のうち残りの 3文字は，A2が地理的領域（海域），

ii がその他の区別のために，それぞれ利用される．

例えば，地理的領域として当庁が作成する電文で

最も多い A2 ＝ C は，東経 90 度から 180 度まで

の北半球を示す領域である（第 5.1表）．第 5.2表
に当庁が作成・配信する海洋関係の BUFR 報の

ヘッダを示す．

第 5.1表　BUFR 報のヘッダの地理的領域をあらわす

符号（A1）が示す各領域

第 5.2表　気象庁が作成・配信する海洋関係の BUFR
報のヘッダ
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